
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 3. 図書館管理運営事業

5. 社会教育費 2. 志津図書館管理運営事業

4. 図書館費 志津図書館

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 7,048 △383 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

諸収入

200 6,665 200 6,465

200 6,665 200 6,465

　図書館施設の適切な維持管理を行うことにより、利用 　利用者の利便性を保つために必要な処置を講じる。 　施設を適切に運営することで、利用者に快適なサービ

者へのサービスを図る。 　施設を快適な状態に保つため、破損備品等の修繕を行う。 スを提供することができる。

　

　志津図書館の年間入館者数は約40万人と利用率 　 　志津地区は市内で最も人口が多い。また、志津

の高い施設であるため、図書館の運営（図書資料の整理・管理等）に係 図書館及び志津分館は、近隣市町村の住民にとっても、交通の便及び位

る経費が、他の施設と比べて多くなることが考えられる。 置の点から利用しやすい。従って、同館の図書は市内外の住民からの需

要が非常に高いので、同館を適切に運営する必要がある。

09 50 50 0

11 5,508 5,335 173

12 450 427 23

13 657 657 0

20 05 04 01 50 06 コピー機使用料 200 200 200 0

差引一般財源 6,465 6,465 6,848 △383


